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資料 特定⽤途誘導地区と駐⾞場に関する取組について 
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○勉強会の概要とアンケートの集計結果 

福山駅周辺デザイン計画で示す「ウォーカブルエリア」内の土地所有者を対象に，福山駅

周辺を「居心地が良く歩きたくなるまちなか」にするために導入を検討している取組につい

て勉強会を開催し，内容についてアンケート調査を実施しました。 

以下に，勉強会の概要とアンケート調査の主な集計結果を整理します。 

 

1.勉強会の概要 
勉強会の概要を以下に示します。 

項 目 概 要 

目 的 福山駅周辺を「居心地が良く歩きたくなるまちなか」にするために導入

を検討している取組について，対象となる区域内の土地所有者の意見を

参考に制度設計を進めることを目的とする。 

期 間 会 場：2022 年（令和 4 年）3 月 22 日（火） 

WEB：2022 年（令和 4 年）3 月 23 日（水）～ 3 月 29 日（火） 

方 法 会 場：アンケート用紙を配布・回収 

WEB：Google フォームにて回収 

対 象 福山駅周辺デザイン計画で示すウォーカブルエリア内の土地所有者 

2,216 人 

（2021 年（令和 3 年）11 月時点の登記簿情報より） 

回収率 1.7%（回収数：会場：14 件，WEB：23 件） 

 

 

 

2.アンケート調査の主な集計結果 

 

回答者の年齢は，60 代以上が 48.6%と約半数を占め，ご高齢の方が多い状況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1．あなたの年齢について教えてください。（１つに〇） 

カテゴリ 件数
10代 1
20代 3
30代 3
40代 6
50代 6
60代 9

70代以上 9
N=37

図 １ 回答者の年齢 
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回答者のお住まいは，福山市内（ウォーカブルエリア外）が 48.6%と最も多く，次いでウ

ォーカブルエリア内が多い状況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちを歩いて楽しいと思う要因で最も多かった意見が，「まちなみに連続性がある」「行き

たい場所がある」でそれぞれ 20 票と，全体の約 6 割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「その他」と回答した方の自由記述 
・緑があり気軽に座ってくつろげる場所もある 

・街の中に魅力的なアートがあること 

・興味を持つスポットがある 

・①障害者や高齢者に配慮し駅前で自家用車が乗降可能であること 

②駅前に消防車が容易に入れる様に駅前の車道が広いこと 

③長い距離を歩けない高齢者が用途に応じて選択できる様駅前の駐車場が点在していること 

・歩道も車道も広く，そして信号のある横断歩道があること。 

緊急車両が入りやすい街は，安心です。 

・お店の人とコミュニケーションがとれる 

・歩いていてもトイレなど困ることがないこと 

・風景の変化 

Q２．あなたのお住まいについて教えてください。（１つに〇） 

Q３．まちを歩いて楽しいと思う要因は何だと思いますか。（いくつでも） 

カテゴリ 件数
ウォーカブルエリア内 16

福山市内 18
福山市外 3

N=37

図 ２ 回答者のお住まい 

図 ３ まちを歩いて楽しいと思う要因 N=69 
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「特定用途誘導地区」を検討することについて，「良い」「どちらかというと良い」と回答

した割合が 54.2%と半数以上を占め，検討に肯定的な意見が多い結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見と市の回答 

 意見 市の回答 

良い 街にまとまりをもたせることは、エ

リアとして魅力を上げる効果的な方

法だと思う。 

今後も勉強会等を行っていく中で，

制度設計を進めてまいります。 

単に容積率を上げるだけでは賑わい

の創出に結びつかないが、行政・企

業・市民が目指すべきまちづくりの

イメージを共有する事が重要である

と思うから 

どちらかと

いうと良い 

にぎわいのある街にするためには、

店舗だけではなく、そこに行きたく

なる必然性のある施設があることが

必要で、そのことの議論も合わせて

おこなう必要があると考える 

悪いことではないが気が長く希望的

な施策に思える。直接的な商業振興

策や、警察の協力も得て道路の商業

利用策を講じるなど、市民から見て

も中心市街地の活性化に市がしゃに

むに進む姿を見せて欲しい 

これらの取組だけではなく，福山駅

周辺で行っているさまざまな取組に

より，「居心地が良く歩いて楽しい

まちなか」をめざしてまいります。 

Q４．滞在人口の増加やにぎわいの向上につながるような施設を，まちなかに立地しやす

くするための取組「特定用途誘導地区」を検討することについて，どう思いますか。 

（１つに〇） 

カテゴリ 件数
良い 13

どちらかというと良い 6
良くない 11
わからない 5

N=35
図 ４ 「特定用途誘導地区」の検討について 



6 

 意見 市の回答 

良くない 容積率・用途制限を緩和する必要性

の説明が不完全で納得できるもので

はないから 

本取組は，ウォーカブルなまちの実

現に向け，「居心地が良く歩きたく

なる」ような人中心の空間に転換す

るため，駅前周辺エリアに誘導すべ

き施設を示すものであり，容積率の

緩和は，事業を検討する際の選択の

幅を広げるものです。 

過度な緩和することで駅前の景観を

損ねてしまう巨大な建物が出来てし

まう危険性を生むから 

ご意見のとおり，過度な緩和となら

ないよう，今後の勉強会を通じて制

度の内容を検討してまいります。 

わからない 土地の面積が小さい場合には、客席

が活用できるほどの建物が建設でき

ないため、隣接地との共有利用等を

促すインセンティブが必要 

今後も勉強会等を行っていく中で，

制度設計を進めてまいります。 

目的と内容による。建物を高くする

だけではダメではないか。 

本取組は，ウォーカブルなまちの実

現に向け，福山駅周辺デザイン計画

の考え方に沿って実施される施設の

建築について，容積率の緩和をする

ものであり，事業者が事業を検討す

る上での選択の幅を広げるもので

す。 

 

 

 

「駐車場に関する取組」を検討することについて，「良い」「どちらかというと良い」と回

答した割合が 62.8%と半数以上を占め，こちらも検討に肯定的な意見が多い結果となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q５．現在あまり使われていない土地をうまく活用し，まちなみに連続性を持たせるため

に，「駐車場に関する取組」を検討することについて，どう思いますか。（１つに〇） 

カテゴリ 件数
良い 13

どちらかというと良い 9
良くない 9
わからない 4

N=35

図 ５ 「駐車場に関する取組」の検討について
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○主な意見と市の回答 

 意見 市の回答 

良い 必要以上に駐車場があるより、市民の

憩いの場や商業施設があったほうが良

い 

今後も勉強会等を行っていく中

で，制度設計を進めてまいりま

す。 

小規模駐車場が偏在する状況は、歩行

者視点では歩きにくいし、運転者とし

ても駐車、発進しにくいため集約した

方がよい 

どちらかと

いうと良い 

駐車場について考えると同時に、そこ

にいくためのアクセス方法についても

あわせて考える必要があると思います 

良くない 多くの足の悪い高齢者は駅前の用途に

応じて駐車場を選択する事が必要だか

ら。駅前の駐車場は散在した方が良い 

現在の駐車場需要についても理解

しておりますが，既存ストックの

有効活用や，車が必要なくなった

時のことを考えて，現状の制度の

見直しや緩和策が必要ではないか

と考えております。 

民間の駐車場経営について市が干渉す

るのはおかしい。 

これらの取組は，個人の土地に対

して規制を設けたり，土地利用を

制限したりするものではございま

せん。 

わからない 義務が加わると、建物の更新が難しく

なるので、老朽化が改善しない。駐車

場を手放すことを促すべき 

今後も勉強会等を行っていく中

で，制度設計を進めてまいりま

す。 

駐車場をまとめるということですか? 大きな駐車場に機能を集約すると

いった内容ではなく，既存の駐車

場のストックを有効活用できるよ

うな取組を検討したいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


